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高等学校 地理歴史科 日本史Ｂ 
 
１ 日 時 
   平成○○年○○月○○日（○）第○限 
２  学 級 
   第３学年○組 ○○名（男子○○名，女子○○名） 
  授業態度はおとなしいが，学習には前向きで真剣である。ほぼ全員が出された課題を提出し，小テス
トの取組もよい。 
３ 単 元 
  「世界の中の日本 ～幕末，三河の偉人たちが見た世界と日本～」 
４ 単元の目標 
  我が国と外国との交流や相互理解等に着目して，三河の偉人が世界をどう見ていたかについて追究さ 
 せる。世界史の中における日本史という認識をもち，その人物の果たした役割や生き方とかかわらせて， 
 幕末における文化的や政治的寄与について考察させる。 
５ 評価規準 
(1) 関心・意欲・態度 
   欧米諸国のアジア進出や学問・思想及び産業の新たな展開に着目して，自分の郷土の人物や歴史に
対する関心を高め，事象を身近に意欲的に考えようとしている。 
(2) 思考・判断 
   世界史的視野に立って，三河の偉人の生きた時代の特色や変遷を多角的に考察し，偉人の業績価値
を判断している。 
(3) 資料活用の技能・表現 
   三河の偉人に関する資料を活用するとともに，考察した過程や結果を適切に表現している。 
(4) 知識・理解 
      幕末から明治初期について，世界史的視野から事象を把握し，基本的知識を身に付けている。 
６ 指導計画（４時間） 

 主な学習内容と◎ねらい 主 な 学 習 活 動 評価の方法 

１ 渡辺崋山を例に引き，欧米列強が市民革命や産業革命 
 を成功させて植民地や商品市場を求めてアジア進出して 
 きた歴史的背景を確認する。シーボルトやケンペル，日 
 本の漂流民などの例も知る。 

＜関心・意欲・態度＞ 
 身近な三河について興味関心を高めることができたか。 

２ 「大給松平」を調べ学習の事例として挙げ，県総合教 
 育センターのコンテンツ「愛知の郷土史，偉人，祭り・伝
 統産業」を利用して，調べ方の手順を確認する。 

３ 「三河の偉人」を調べるグループに分かれる。 
 【渡辺崋山・岩瀬忠震・永井尚志・福谷敬吉・大給 恒】

１ 
時 
間 
目 
 
導 
入 

  幕末から明治に活躍した 
三河の偉人を知る。 
 １ 渡辺崋山 
  ２ 大給松平 
  ３ 岩瀬忠震 
 ４ 永井尚志 
 ５ 福谷敬吉 
 ６ 大給 恒 
◎ 身近な三河に興味関心 
 を高めさせる。 

＜資料活用の技能・表現＞ 
 「愛知の郷土史，偉人，祭り・伝統産業」を利用し，調べ
 学習を進める手順や方法を理解できたか。 

 
 
 
 
・発言内容 
 
 
 
 
 
・発言内容 
・ノート内 
 容 

１ グループ内で調べ学習の分担や役割を決める。  
 
 
２ 

  前時に挙げた人物を調べ 
る。 
 
◎ グループ内で協力して 

２ 幕府や日本に与えた影響を調べ，グループ内で意見を 
 出し合う。 
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＜関心・意欲・態度＞ 
 協力しあう姿勢がとれたか。 
 適切なコミュニケーションがとれたか。 

＜思考・判断＞ 
  激動の時代，日本の将来を考えて行動できた人物の評価 
 を的確に発表することができたか。 

３ 自分が調べられなかった内容や視点等を相互に評価し 
 あう。活動内容をまとめ，クラス発表の準備を進める。 
 （発表者・司会・記録者・質問に対する資料整理など） 

・ 
３ 
時 
間 
目 
 
展 
開 

 調べ学習を進めるために 
 適切なコミュニケーショ 
 ンをとらせる。 
◎ グループ内で発表させ 
  る。 
◎ 相互評価させる。 

＜資料活用の技能・表現＞ 
 「愛知の郷土史，偉人，祭り・伝統産業」や事前に準備し
 た図書・資料を利用し，調べ学習を進めたか。 

・発言内容 
・活動内容 
・提出ノー 
 ト内容 
・相互評価 
 表内容 
・生徒自身 
 の評価表 
 内容 
・活動内容 

１ グループごとに協力して，業績などを発表する。 

２ 質問事項について，グループ内で調べた内容を各生徒 
 が点検し，答える。 

３ 他のグループの活動や内容について，評価する。 
 （自分たちのグループが調べきれなかった時代背景や影 
 響，新たな視点などをお互いに評価しあう） 

＜思考・判断＞ 
 世界史的視野に立って，三河の偉人の生きた時代の特色 
 や変遷を多角的に考察し，判断したか。 

 

４ 
時 
間 
目 
 
ま 
と 
め 

  協力して発表する。 
 １ 渡辺崋山 
 ２ 福谷敬吉 
  ３ 岩瀬忠震 
 ４ 永井尚志 
 ５ 大給 恒 
◎ 三河の５人の活動を総 
 括することによって，幕 
 末から明治への激動期の 
 日本近代化のプロセスを 
 概観させる。 

＜知識・理解＞ 
 幕末から明治初期について，世界史的視野から事象を把 
 握し，基本的知識を身に付けたか。 

 
 
 
 
 
・発言 
・机間指導 
 
・提出レポ 
 ート内容 
・小テスト 

 

 
７ 展開例（１／４時） 
(1) 本時の目標 
・ 単元を課題学習「世界の中の日本 ～幕末，三河の偉人の見た世界と日本～」として位置付け， 
 我が国と外国との交流や相互理解などに着目させて，偉人たちが世界をどう見ていたか，近代日本
をどう築いたかについて追究させる。そのための導入の１時間目とする。 
・ 幕末から明治にかけて活躍した三河出身の人物を紹介することによって，身近な三河に関心をも 
 たせるとともに学習の素材を求めさせる。 
(2) 使用教科書と副教材 
   「詳説日本史」改訂版 山川出版社，「新詳日本史図説」浜島書店編集部，プリント 
(3) 指導過程 

 ねらい 学  習  活  動 ○支援・□＜観点別評価＞ 

 

  三河出身の人物で，幕末活躍した人物 
 を挙げなさい。 

 

導 
入 
10 
分 

 
  本時の導入として 
興味関心を高めさせ 
る。 

・ 三河出身の人物で，幕末活躍した人物 
 にどんな人物がいるか考えてみる。 
＜予想される人物＞渡辺崋山（岩瀬忠震） 

 
○ 既存の知識や理解を引き出す 
 ため時間をかける。教科書や資 
 料集の索引を利用させる。 
○ 課題学習の目標を理解させな 
 がら発問を工夫する。 

 展 
開 
   
19 世紀の日本の状 
況を確認させる。 

  渡辺崋山が生きた時代の日本は，どん 
 な状況であっただろうか。 

 

 
○ 教科書や図説を利用し，具体 
 的にページを示しながら，幕末 
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35 
分 
  
１ 列強の接近 
 ２ アジアの植民地 
   化 

・ 幕末の状況を，教科書を使い考察する。
・ 欧米列強は市民革命や産業革命を成功 
 させて，植民地や商品市場を求めてアジ 
 ア進出してきた歴史的背景を確認する。 

 の状況を確認（概観）させる。 
□＜知識・理解＞（発言） 
 幕末～明治初期について，世界 
 史的視野から事象を把握し，基 
 本的知識を身に付けているか。 

 

  シーボルトやケンペルが三河で活動し 
 た記録があるんだ。 
 渥美半島の漁夫が漂流した話もあるん 
 だよ。 

 

 
  偉人たちの業績を 
身近に感じさせる。 
 
  １ シーボルト 
 ２ ケンペル 

・ ケンペル著『江戸参府旅行日記』やシ 
 ーボルト著『江戸参府紀行』，漂流民な 
 どの資料（プリント）を読み，人物の生 
 き方を考えてみる。 
・ 気付いたことを発言する。他者の発言 
 を聞き自分のまとめと比較する。 
・  外国の人々と触れ合った事実を知る。 

 
○ 図説を参照させ，補足説明を 
 入れる。 
○ 資料を配付し，補足説明をし 
 たり，簡単な感想を求め，学習 
 意欲を喚起する。 
○ 生徒の発言を板書する 
□＜資料活用の技能・表現＞ 
  人々の交流を的確に資料で読み 
 取ることができたか。 
 分かりやすくまとめ発言するこ
とができたか。 

 

 「愛知の郷土史，偉人，祭り・伝統産業」
 を利用して，幕末活躍した人物を概観 
 してみよう。 

 

 
 
  共通点を読み取り，
学問・思想及び産業の
新たな展開を理解さ
せ深めさせる。 ・ 渡辺崋山，岩瀬忠震，永井尚志，福谷 

 敬吉，大給恒などをコンテンツで調べて 
 みる。人物のイメージをつかむ。 
・ ５人の共通点を考察する。 

 
○ コンテンツの利用を具体的に 
 指示する。 
□＜関心・意欲・態度＞（発言） 
 欧米諸国のアジア進出，学問・ 
 思想及び産業の新たな展開に着 
 目して関心を高め，意欲的に考 
 えようとしているか。 

 

  興味関心のある人物を選んで，調べる 
 グループを組んでください。 

 

 

 
  グループの組み方 
をバランスよくさせ 
る。 

・ 調べてみようとする人物を選ぶ。 

 
○ 一人の人物（１グループ）に 
 つき，生徒約８名を割り振り， 
 バランスをとる。 

 

  幕末から明治の初めにかけて，近代化 
 にかかわった三河出身の人物を調べて 
 みよう。（予告） 

 

 

ま 
と 
め 
５ 
分 

 
  次時の学習内容を 
示し，その準備につ 
いて，確認させる。 

・ 参考図書や資料などの準備するものに 
 について確認する。 

 
○次時の予告をする。 

 

８ 反 省 
・ 郷土の歴史に関して，知識量の差（地域差）が顕著にあらわれ，授業展開が難しい。知識関心の高 
  い生徒に対しては発展的課題の提示を必要とした。一方，知識量が少なく興味関心の低い生徒に対し 
  ては，支援を工夫する必要があった。 
・ 「三河」といっても，学習対象が広範囲にわたるため，親近感が薄れる傾向があった。 
・ 生徒間の相互評価や生徒の自己評価において，評価規準に対するとらえ方にズレが生じてしまった
ようである。 
・ コンピュータを利用したプレゼンテーションなどを試みたが，物理的に難しい面があった。 
・ 郷土史について「興味関心を高めることができた」と答えた生徒が約半数であった。 
・ 座学より，調べたりする活動を望む生徒も多くいた。（「覚えるより調べ学習の方が楽しい」） 
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９ 実践結果 
(1) 感想例 
「祖父が岩瀬忠震のファンなので，岩瀬の名前は小さいころから聞いたことがありましたが，教科書 
 に彼の名前が出てくるとは少なかったので，特に何とも思っていませんでした。しかし，授業で岩瀬 
 を調べてみて，彼のアクティブ（ａｃｔｉｖｅ）さに驚き，私達の地元から偉人がでていることをう 
れしく思いました。教科書に載っていることなんて，歴史のうちのほんの一部なんだということ改め 
て実感しました。意外にも身近なところで日本のために頑張っている人がいることを知ることができ 
てよかったです。」 
(2) レポート例 

 
 


